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5　川上と川下のデータ連携を柱とするコスト削減と山元還元の実証事業
北信州森林組合�

信州大学　精密林業計測㈱

新技術の活用による再造林・保育作業のコスト削減を実証するとともに、ICTハーベスタを用いた造材指
示による乱尺丸太の生産・納入の可能性を検証する。主伐費用の増加を抑えつつ、納入丸太の品質を維
持できるかを評価し、木材の販売価格向上と保育経費の削減により所有者への還元、主伐インセンティブを
高めることを目的とする。

1．森林資源の評価
令和4～5年度にかけて、カラマツ林のレーザ計測と造材シミュレーションを実施した。レーザデータを用い

た直径推定は比較的高精度であったが、実際の造材では樹皮の厚みによる直径不足、曲がり材の予測精度
の低さ、ヤニ壺や偏材による製材時の品質低下が課題として浮上した。令和6年度にはスギ林の造材シミュ
レーションを進め、伐採データとの比較を行い、より実用的な予測モデルの構築を行った。

2．主伐と収支改善
本経営モデルでは、主伐材のA材販売価格を向上させ、A～C材全体の平均単価を上昇させる「マーケッ

トイン」の戦略を採用した。
実証事業では、主伐地全体のA材供給量に対し、実際の建築需要が2棟分と少なく、森林資源調査の
測定誤差や内部品質の不適合により歩留まりが低下した。結果として、現場生産A・B材のうち本モデルを
適用できたのは1.1%（2.845㎥/253.44㎥）にとどまり、大幅な収支改善には至らなかった。ただし、本モデ
ルのカラマツ販売価格は26,000円/㎥（税抜）で、通常の合板用価格21,500円/㎥より20%高く設定でき
た。今後、適用量を増やすことによる収支改善が期待される。
また、ICTハーベスタの造材指示機能・生産報告機能を活用し、作業の簡素化を図ったが、レーザ計測
の誤差や丸太内部品質のばらつき、ハーベスタの測定精度限界、オペレータの操作など、不確実な要因が
多く、森林資源データと建築部材の1対1対応は困難であった。適用材積も少量にとどまり、「生産量が多く
て処理しきれない状況を解決する」というStanForDの強みを十分に発揮することはできなかった。今後、多
対多対応へと発展することで、ICTハーベスタの有効性が高まるものと期待される。

UAVおよび地上からのレーザ計測による解析
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第 1章　経営モデル実証事業の取組成果の概要

3．再造林・保育
「新しい林業」に向けた技術革新として、Microsoft HoloLens2を活用した植栽・下刈り作業の支援を
実施した。レーザセンサによる地形計測を行い、そのデータを基に植栽位置を決定したが、定期的なキャリ
ブレーション作業が必要であり、作業全体の負担が増加し
た。また、視界の狭さや長時間使用による乗り物酔いのよう
な症状も発生し、実用面での課題が明らかとなった。
さらに、ヘルメットやフェイスガードの装着ができない点や、
ホロレンズに投影される植栽位置が作業後も視認できること
で混乱を招くといった問題もあった。これらの課題に対して
は、ハードウェアの改良やアタッチメントの開発、プログラム
の改善により対応が求められる。現時点では即時実用化は
難しいが、技術改良を重ねることで、より効率的な植栽・下
刈り作業の実現が期待される。

4．経営モデルの構築
本経営モデルの実現は、もはや「可能か否か」ではなく、「いつ・どのように実装するか」の段階に移行して

いる。現在、日本の森林は史上最大の蓄積量を抱えているが、林齢の偏りが著しく、現行の再造林率のま
までは数十年後に資源が枯渇するリスクがある。大規模林業地ではバイオマス発電の燃料需要が高まり、A
材までもが燃料として消費される危機に直面している。一方、林業が盛ん
でない地域では他産業との人材獲得競争が激化し、新たな挑戦をする人
材が減少している。
この状況を打開するためには、リモートセンシングによる森林資源のデジ
タル化と、AIを活用した建築用部材の生産・販売モデルの確立が求めら
れる。本モデルでは、リモートセンシングで得られた森林資源情報をAIで
解析し、建築側に提供することで、効率的な資源利用を促進する。さらに、
地域に大型パネル工場を設置し、建築部材として成形・販売することで、
その利益を山の維持管理に充てる仕組みを構築する。

新しい林業への取り組みの多くはコスト削減や省力化に重点を置いているが、本モデルは木材価格を向上
させることを目的としており、その点で特に注目に値する。
ただし、マーケットインを目指すには、乱尺造材の歩留まりを向上させる必要があり、今後は高齢林での検
証などが必要と考える。

ホロレンズを装着した下刈り作業

「新しい林業」PV動画：長野
https://youtu.be/2xWE5w51oXo
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